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11
月
７
日
に
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
一
般
会
計
と
10
の
特
別
会
計
の
決
算

を
審
査
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
約
２
５
５
億
６
千
万
円
、

歳
出
総
額
約
２
４
８
億
９
千
万
円
で
、
差

し
引
き
形
式
収
支
は
約
６
億
６
千
万
円
。

特
別
会
計
全
体
の
収
入
済
額
は
約
１
５
６

億
３
千
万
円
、
支
出
済
額
は
約
１
５
１
億

９
千
万
円
で
、
各
特
別
会
計
と
も
黒
字
決

算
で
し
た
。
審
査
の
結
果
多
数
を
も
っ
て
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。�

　
主
な
質
疑
に
対
す
る
答
弁
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。�

���【
公
金
の
不
明
金
発
覚
の
原
因
と
今
後
の
対

策
】
現
金
保
管
以
降
の
事
務
を
一
人
の
職

員
に
任
せ
、
市
へ
の
納
入
金
額
突
合
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
が
原
因
で
あ
る
。
今

後
、
公
金
の
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
す
る
た
め
、

「
現
金
の
収
納
事
務
は
、
原
則
と
し
て
複
数

の
現
金
取
扱
員
で
行
う
こ
と
」
、
「
申
請
書

等
の
証
拠
書
類
と
現
金
取
扱
簿
、
調
定
票

を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
」
な
ど
の
徹

底
に
つ
い
て
、
職
員
に
指
示
を
出
し
て
い

る
。
最
終
的
に
は
職
員
一
人
一
人
の
認
識

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
意

識
改
革
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。�

【
今
後
の
財
政
見
通
し
】
平
成
21
年
度
か
ら
、

実
質
単
年
度
収
支
の
黒
字
で
、
財
政
指
標

も
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
主
な
要

因
は
、
歳
入
で
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

含
め
た
実
質
的
な
普
通
交
付
税
の
増
額
。

歳
出
で
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
、

職
員
数
の
減
少
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
で

あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
の
進
展
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
更
新

費
用
の
増
大
な
ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
が

見
込
ま
れ
る
。�

【
平
成
24
年
度
の
優
先
課
題
は
】
24
年
度
は
、

優
先
課
題
と
し
て
「
市
民
が
地
域
で
活
躍

で
き
る
環
境
の
整
備
」
、
「
若
者
の
定
住
に

結
び
つ
く
産
業
創
出
と
雇
用
の
確
保
」、「
市

民
の
暮
ら
し
の
向
上
と
安
心
の
確
保
」
を

掲
げ
て
い
る
。
各
種
事
業
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
一
定
の
成
果
は
上
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。�

【
一
般
家
庭
の
太
陽
光
発
電
導
入
に
対
す
る

支
援
の
あ
り
方
】
市
で
は
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
補
助
対
象
と
し
て�

い
る
が
、
太
陽
光
発
電
導
入
の
た
め
の
補

助
制
度
は
実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
、
支

援
の
必
要
性
等
を
検
討
し
た
い
。�

【
学
校
図
書
館
図
書
標
準
の
達
成
状
況
】�

24
年
度
は
、
５
７
６
２
冊
の
学
校
図
書
を

購
入
し
、
整
備
率
は
87
・
３
％
と
な
っ
て

い
る
。
小
中
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
は
、

重
要
な
教
育
の
要
素
で
あ
り
、
今
後
も
図

書
標
準
達
成
に
向
け
整
備
を
進
め
た
い
。�

���【
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
化
の
考
え
】

整
備
中
の
二
ツ
井
・
荷
上
場
地
区
簡
易
水

道
も
含
め
、
富
根
地
区
、
仁
鮒
地
区
簡
易

水
道
に
つ
い
て
も
将
来
的
に
は
公
営
企
業

化
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。
二
ツ
井
・
荷

上
場
地
区
簡
易
水
道
の
整
備
が
終
了
す
る

平
成
28
年
こ
ろ
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。�

【
医
療
費
の
動
向
】
一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
平
成
22
年
度
は
前
年
対
比
０
・
９
％

増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
が
、
23
年
度
は

４
・
４
％
増
、
24
年
度
は
４
・
１
％
増
と

大
き
く
伸
び
て
い
る
。
今
後
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
。�

【
介
護
保
険
料
引
き
上
げ
の
影
響
】
保
険
料

引
き
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、
市
内
９
カ
所

で
説
明
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
納
入
通
知

書
に
説
明
資
料
を
同
封
す
る
な
ど
、
引
き

上
げ
に
対
す
る
理
解
を
求
め
て
い
る
。
納

入
通
知
書
送
付
の
際
に
72
件
の
苦
情
が
あ

っ
た
が
、
現
年
度
分
の
収
納
率
は
23
年
度

の
84
・
８
％
に
対
し
、
24
年
度
は
87
・
７

％
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
理
解
は
得
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。�

��

　
11
月
臨
時
会
は
11
月
18
日
と
19
日
に
本

会
議
を
開
催
し
、
９
月
16
日
の
台
風
18
号

に
よ
る
大
雨
被
害
に
伴
う
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
４
６
０
５
万
円
（
第
５
号
）

１
億
３
８
０
９
万
８
千
円
の
各
補
正
予
算

を
全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。�

�

　
各
案
件
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て

詳
細
に
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
答
弁

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

　
総
務
企
画
委
員
会
で
は
、
災
害
復
旧
に

係
る
交
付
税
措
置
は
、
補
助
分
の
林
道
災

害
分
は
90
％
、
道
路
河
川
分
は
１
０
０
％

の
借
り
入
れ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
普
通

交
付
税
に
95
％
参
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
学
校
が
土
地

改
良
区
の
排
水
施
設
を
使
用
す
る
に
当
た

り
、
排
水
施
設
が
破
損
し
た
場
合
は
、
協
議

に
よ
り
復
旧
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
環
境
産
業
委
員
会
で
は
、
１
４
８
カ
所

で
農
地
や
農
業
施
設
の
被
害
が
出
て
い
る
。

山
間
部
な
ど
一
部
の
復
旧
箇
所
は
、
年
度

内
で
の
対
応
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
が
、

次
回
の
作
付
に
は
影
響
が
出
な
い
よ
う
復

旧
対
応
を
進
め
た
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。�

　
建
設
委
員
会
で
は
、
河
川
や
道
路
の
災

害
復
旧
に
当
た
り
、
河
川
は
冬
場
が
渇
水

期
で
あ
り
施
工
上
問
題
は
な
い
が
、
道
路

に
関
し
て
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
問
題

も
あ
る
た
め
、
積
雪
等
を
勘
案
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�
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